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NO.348 2020.9.16 

青年活動報告 「めぐろルンルン LIVE #2」 

 

収録：めぐろパーシモンホール小ホール・2020 年 8 月 11 日・演奏者 4 名 

主催：目黒ユネスコ協会、後援：目黒区・目黒区教育委員会・エコライフめぐろ推進協会 

後援：目黒区国際交流協会・日本ユネスコ協会連盟、協力：U-come 

 

めぐろルンルン LIVEから見えた「支え」の大切さ 

はじめに、本企画に携わって頂いた全ての方々にこの場を借りて感謝の意を表する。めぐろルンルン LIVE #2

は、「めぐろパーシモンホール 小ホール」にて収録され、#1 とは一味違った雰囲気が漂っていた。今回は、

ピアニストとヴァイオリニストの方をそれぞれお二人ずつお越しいただき、クラシックからポップスまでと、

幅広いジャンルを演奏していただいた。多くの方々にお楽しみいただけるコンテンツを提供できるはずだ。現

在も外出が制限される中、この企画を通して、気分が少しでもルンルンするようなコンテンツを届けていきた

い。YouTube の視聴者様から寄せられるコメントで私たちも勇気づけられることもあり、活動の励みとなっ

ている。「今」私たちにできること。音楽は人の心に響き、投稿した動画はインターネットに存在し続ける。

この状況が落ち着いた頃、このチャンネルを振り返り、企画が心の支えの一助となれている、と思えるような

チャンネルにしていきたいと思う。                 青年会員 鈴木 美香 

 
新しいことへの挑戦の大切さ 

私たち青年部は新型コロナウィルスにより、暗く、沈んでしまった世の中に、「インターネット」を用いて、

ピアノの優しい旋律で皆さんに新たな元気や癒しをお届けしています。それにあたりプロの方々をお迎えし

て収録をし、YouTube にて公開するという活動をしています。今までになかったような大きなイベントを企

画、運営していく中で、何もかもが初めてであり、全てがうまく行ったわけではありません。ですが、私はこ

のような時こそ新しいことを始めることが大切だと感じました。新型コロナウィルスの影響で当たり前だっ

たことが当たり前ではなくなり、世の中も変わり続けています。このような状況では、今まで通りに活動して

いくことには限度があると考えています。それによって、私たち自身も活動の仕方を変えていかなければな

りません。初めはうまくいかなかったとしても、頑張って続けていくことで結果を出していきたいと思いま

す。私たち青年部はより多くの方々を笑顔にできるようにこの活動に尽力していきます。                

青年会員 渡邉レーファ 

目 次：青年活動報告/1P 

寄稿「大石芳野氏」 /2P 

語学教室一覧    /3P 

会員紹介・お知らせ /4P 

 

【めぐろルンルン LIVE】YouTubeは 

目黒ユネスコ協会 HPから視聴できます。 

目黒ユネスコ協会で検索  

右バナーの【めぐろルンルン LIVE】をクリック。 

 

 

めぐろルンルン LIVE♯2 

視聴開始 9月 19日～ 

❤是非見てください。 

 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1206&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


  

 

 

 
 
 
プロフィール：目黒区出身。写真集「沖縄に生きる」「ベトナム凛と」「戦禍の記憶」「長崎の痕」他多数。 

日本大学客員教授。受賞：土門拳賞、紫綬褒章、JCJ 賞（日本ジャーナリスト会議）他 

2004.10. 2 目黒ユネスコ協会創立 50 周年記念講演「地球の明日に生きる」講師 

2009.10.23 ユネスコ文化講座「地上に平和は可能か」（服部英二比較文明学者と）講師 

 

世界中が新型コロナウィルス（COVID-19）で混沌（カオス）と

しているなかで改めて考えさせられることがある。そのひとつ

が差別の問題だ。  

新型コロナウィルス対策に従事する看護師の子どもが保育

園側から「来ないでくれ」と登園を断られた。また、横浜のクル

ーズ船で感染して完治した乗客は友人から「治っても会いた

くない。外にも出ないで」と言われたと報じられた。感染者へ

の侮辱的な言葉に暗澹とさせられる。患者たちを治療する医

療関係者に対してばかりか、その家族への暴言やいじめも後

を絶たない。医師や看護師たちがいなかったら治療もままな

らないことは加害者当人も分かっているはずだが。 

 ウィルスへの怯えが高じて排除の気持ちにさせるのはまさ

に利己的な自己防衛だ。ウィルスに怯える人間がウィルスより

も怖いとよく言われることを実証している感じがする。けれど

実際は違う。カミユは『ペスト』の中でこう語っている。「誰でも

めいめい自分のうちにペストをもっているんだ。」そして「りっ

ぱな人間、つまりほとんど誰にも病毒を感染させない人間と

は、できるだけ気をゆるめない人間のことだ。」（宮崎嶺雄訳） 

 イタリアやフランスでは新型コロナで亡くなった人たちに敬

意を表して新聞に一人ひとりの名前や簡単なメッセージを書

いて掲載したそうだ。それに比べて日本はどうだろうか。ほと

んど多くの場合、当人の名前も遺族についても固く伏せる。

差別はどの国にも見られるが、日本のように直接的なコトバを

投げかけて当事者を貶めようとする言動がまかり通っている

のはなぜだろうか。 

 そう考えながら重なるのはアメリカでの黒人に対する「命の

格差」を巡る問題だ。アメリカ人は拉致や誘拐によって大勢

のアフリカ人を連行し、奴隷として酷使しながら繁栄を図って

きた。その差別が最近もまた白人警察官に繰り返されて「人

種差別反対」の大デモに発展した。それはミネソタ州の黒人

男性ジョージ・フロイドさん（46）を撮影した SNS 映像がきっか

けだった。警官はズボンのポケットに手を入れたまま、足でフ

ロイドさんの首を 8 分間余りも踏み続けて殺害した。人びとは

激しい怒りを露にし、新型コロナウィルスによるパンデミック状

態によって死者や失業者が続出

するなかで、「黒人の命は大事だ」

と声をあげて人種差別の撤廃を求

め、その波は欧州にも広がった。 

 私たちの周辺にもある差別の深い淀みについて思う。無意

識の内にも沢山の差別をしながら生活をしているし、差別は

至る処に漂っている。為政者が人びとの身分をあえて分類別

をした遠い過去の被差別部落という負の遺産が生き続けるこ

とにも遠因のひとつはあるのだろうか。まるで可視化できるよ

うな差別はいくらでもある。 

 たとえば、福島原発事故の被災者に対する心無い言動だ。

彼らは使用していない東京電力の放射能汚染に襲われて逃

れたにも拘らず、東京電力を使用する首都圏の人たちに「放

射能がウツル」と疎外された。また、水俣病を筆頭に大企業

は数多くの公害病患者を産み、無関係を装った大勢の暗い

人差し指が患者たちを受難へと追い込んだ。そして原爆投

下による広島・長崎の被爆者は恐怖の記憶と原爆症との闘

いを強いられてきた。ある被爆者は「一番の辛さは差別です」

と暗い眼差しを向けて私に語った。 

 さらに沖縄の米軍基地は差別以外の何ものでもない。県民

の大半が米軍基地反対の表明をしても、辺野古に現れてい

るように、政府は全く考慮しない。これは為政者の差別と国民

の無関心のせいだろう。それでも彼の地を訪れる度に人びと

は人懐こい笑顔で私に接してくれる。その懐の深さに、構え

たカメラのファインダーが曇ることがある。 

 在日コリアンへのヘイトスピーチも深刻な問題だ…。挙げれ

ば幾つもの差別を私たちは日常のなかで産み育てている。

新型コロナウィルスに対する恐怖心は強くても患者にならな

い保証は誰にもないことも含めて、自分の心の奥にある無意

識の差別意識によって加害者側にもなる。ではどうするのか。

結局、もし自分だったら、という想像力を働かせて相手の身

になることだろう。些末な差別心を放っておくことで憎しみが

芽生え、歴史が雄弁に示すように取り返しがつかない人権破

壊に繋がらない前に。          （2020 年 7 月 9 日） 

 

No.348 －2―                             Meguro UNESCO Short News 

差別について～新型コロナ禍の日々に思う 寄稿 

大石 芳野 氏 写真家 
 『今月のことば/7 人委員会 hp より』 



 

 

 

  

韓国語（中級） イタリア語(初中級) フランス語（初中級） ドイツ語(初級) 

 

 

 

 

 
 
 

 
リュ エ リン 

柳 愛 林 先生 

 

 

 

 

 

 

 

シモーナ・マリアーニ先生 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤クロード・アンヌ先生 

 

 

 

 

 

 

 

イザベル・ゴイ先生 

上目黒住区センター 

金：月３回 18：40～20:10 

担当：中村 正 

２３年目に入り、秋クラスよ

り６人目の先生をお迎えし

ます。いつも熱意あふれる

教え上手な先生に恵まれ

てきました。今お若い先生

を心待ちにしています。 

緑が丘文化会館 

火：18：00～19:30 

担当：赤尾泰子 

日常会話の上達を目指し

て、シモーナ先生と楽しく勉

強中です。 

イタリアに興味のある方は、

いつでも見学にいらしてくだ

さい。 

オンラインクラス(暫定的) 

木：10：00～11：30 

担当：雲野右子 

初中級のテキスト『EN SCENE

Ⅱ』で学んでいます。アルザス

出身で、明るく親しみやすい先

生のもと、とてもアットホームなク

ラスです。現在メンバー募集

中、見学歓迎です。 

Petit à petit, l'oiseau fait son 

nid. 努力すれば事は成就する 

緑が丘文化会館 

火：10:00〜11:30 

担当:小泉政夫 

開講から 2 年半になりますが、

初級テキストを反復しゆっくりと

進化しています。先生には個々

のレベルに応じて適切に対応

いただいていますので、新規に

いつでも参加可能です。9 月再

開後の見学を歓迎します。 

英語(初中級) スペイン語（初級） フランス語（初級） 中国語（初級） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジェフ・モーエン先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

サリー・バタン先生 

 

 

 

 

 
 
 

 

秋
あき

枝
えだ

シュザンヌ先生 

 

 

 

 

 

 

 

劉 厦（リュウシャ）先生 

目黒区民センター 

社会教育館 

木：10:00～11:30  

担当：高嶋みのり 

英文初級の教科書をもと

に、日常生活を題材とし、

明るい先生の指導で初中

級ランクを勉強しておりま

す。 

 

中目黒スクエア 

木：13：30～15：00 

担当：岡田隆夫 

テキストは Plaza Amigo1 

を使っています。 

優しい先生の指導の下、

時々はビデオを見たりして、

楽しく勉強しています。 

目黒区民センター 

社会教育館 

水：10:30～12:00 

担当：山田峰子 

テキストは“Amicalement plus”

を使っています。 

フレンドリーにフランス語とフラ

ンスの文化を学んで、歴史や時

事問題も分り易く勉強します。 

上目黒住区センター 

木：18：45～20：15 

担当:佐藤研治 

教材も「ニーハオ・ニッポン、振

りむけば中国語」と親しみやす

い教材ですが、初心者から、多

少慣れた人向けてにと、先生の

楽しい指導で簡単な会話や文

法を皆さん頑張っています。 
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語学教室一覧 ★国際理解・国際交流など、ユネスコ運動推進の一助となればと活動しております。 

★誰でも参加できます。見学希望の方は事前に事務局までお問い合わせください。 

 

★新型コロナウィルス感染防止のため、急遽中止・延期になる場合があります。ご了承ください。 

※住区センターは、現在、夜間の教室使用が出来ません、そのため休講中です。 

休講中 

休講中 



    
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
          
 
 
 

 
 
 
  
 
     
 
 
 
  
 
 
 
 
     
                  

  
 

 

  

 

 

 

 

   
 

 

 

 

  
 

 
 

 

       
■ 目黒ユネスコ協会主催    
● 目黒ユ協会の関連機関・団体との協力事業 
▲ 目黒ユ協会の関連機関・団体との共催事業    
★ 目黒区教育委員会からの受託事業 
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 活動日誌 7〜8 月  
■    7    /  15   (水) ショートニュース(No347)発送＆連絡会 
■  8   /  11 (日)       めぐろルンルンライブ第２回収録 

              （めぐろパーシモンホール小ホール）  
 9 月以降の予定  
■    9 月~      自主語学教室 6 講座 
      （仏２・伊１・西１・英１・独１） 
★ 9      /  8   (火) 「初めて習う日本語」開始 

▲  9      /  15 (火) 日本語教室オンラインレッスン開始 
■    9      / 16   (水) ショートニュース(No348)発送＆連絡会 
★ 10   /  7   (水) 「日本語教育研修講座」開始 

★ 10   /  7   (水) 「初級英語講座」開始 

■ 11   /  7    (土)  親子伝統文化教室（折り紙教室）5 回 

★ 11   / 15 (土)  理数教室①  
           

        
 
 
  

 

  

事務局は 

新型コロナ感染防止のため

お休みしていましたが、 

 9 月より再開しています。 

月曜〜金曜／13 時〜16 時 

 スタッフが対応します。 

 

 

        
当協会 HP も充実！ 

『目黒ユネスコ協会』で検索！ 
各種申込みも HP からどうぞ！ 

 
 

 
 

   
発行人：NPO法人目黒ユネスコ協会 宮下晶子 編集:広報委員会 〒153-0053東京都目黒区五本木2-24-3  
TEL.03-5725-6150  FAX.03-5725-6160 e-mail:meguro@unesco.or.jp http://www.unesco.or.jp/meguro/ 
会費等振込先：NPO法人目黒ユネスコ協会 郵便振替：00190-8-187774 銀行振込：みずほ銀行祐天寺支店(普通)1004948  

 
■コロナ医療チームに支援募金 

目黒ユネスコ協会では、コロナ医療チームを支援するために、 

募金活動を行ないます。皆様のご協力をお願いいたします。 
 

振込先 口座名：目黒ユネスコ活動 

みずほ銀行 祐天寺支店 （普通）８０５１５７３ 

 

 

                                  

 

「TEA TIME」 ★会員紹介★  

副会長 加藤 光子 
 
1984 年に 6 年以上にわたる NY 駐在員家族としての生

活を終え三人の息子を連れ帰国してから数年が経った

頃、外国人のための日本語教師をしている従妹から電話

が入った。「目黒区にボランティアでしている日本語教室が

あるって、友人から聞いたわよ！！」とのことだった。 

当時、NY で母語を話さない国で暮らすことの楽しさと大

変さを味わってきた私は、異国の地で暮らす方々のために

何か出来ればと思い、日本語教師養成学校に通い日本語

教授法を勉強し、片道1時間をかけて神奈川県でボランテ

ィアとして日本語教室のお手伝いをしていた。灯台下暗

し、目黒区内でボランティアができるなんて・・・早速、目黒

公会堂の一室で開講された目黒ユネスコ協会“日本語教

育法講座”に参加した。こうして、私の目黒ユネスコ協会と

のご縁が始まった。 

それから 2５年程過ぎた今年、コロナウイルス感染症のた

め多くの活動が休止となる中、青年会員の提案で始まっ

た”目黒ルンルンライブ“第2弾の演奏者中島麻さん。お母

様の中島晴美さんは、従妹を介して私に目黒ユネスコ日

本語教室を紹介してくださった方だ。8 月１１日の収録日に

久しぶりに晴美さんにお目にかかり、私の目黒ユネスコ協

会でのこれまでが、色々と思い出された。 

通信手段は、電話や手紙から Fax・メール・携帯電話の

普及そして Zoom・YouTube など多様となり、自粛生活を送

っていても家に居ながら外部と繋がる手段は様々ある時代

となった。時代が流れ世代が変わっても、平和を願う気持

ちは老若男女を問わず同じである。コロナ禍の中でも、一

生懸命に情報発信をしようと努力している青年会員の姿を

見て頼もしく思っている。これからも目黒の地で幅広い世

代が平和を願う心を共有し、新しい通信手段を活用しても

平穏で温かい心の通う活動をする協会として続いていくよ

うに願っている。目黒ユネスコ協会活動の次世代への橋渡

しに一助ができればと思い、私は微力ながら活動を続けて

いる。 

 

〜新型コロナウイルス感染防止のため、 

ご了承ください！〜 

恒例事業の【夏のつどい】【目黒SUNまつり】 

【ユネスコバザー】【ユネスコ美術展】は中止になりました。 

また、9月以降の活動（日本語教室・自主語学教室、他）も 

中止および延期になる場合があります。最新情報は当協会の

HPでご確認ください。 

  
  

日本語交流サロン 加藤さん（後列右） 

  
【 訃 報 】 

目黒ユネスコ協会前会長の相良憲昭氏が 

去る7月10日にご逝去されました。 

心から哀悼の意を捧げ、ご冥福をお祈り 

いたします。 
 

 

                                  

■新入会員(敬称略) 

（再入会会員） 稲垣 久美 

 

 
 
                                            
 


